
【10代の動画視聴、8割ｽﾏﾎから】
ｻｲﾊﾞｰｴｰｼﾞｪﾝﾄ社は、動画ﾒﾃﾞｨｱの接触率に関し、

年代別、ﾒﾃﾞｨｱ別の調査結果を発表しました。
週一回以上接触している動画ﾒﾃﾞｨｱは、10代ではｽﾏﾎが
8割を超え、ﾃﾚﾋﾞ（85%）に迫っています。ｻｰﾋﾞｽ別に
見ると、YouTubeがどの年代でも利用率が高いです。
家族でﾁｬﾝﾈﾙ争いをしていた時代が、懐かしいです。
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馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【笑いと魅力の活用術】
私は小学生の時、勉強は嫌いで運動もそんなに得

意でなく、また給食が苦手で、学校に行くのがいや
で、今で言う不登校ぎみの生徒でした。

そんな私が中学生になったばかりの時、静まり
返った教室の中で、緊張のあまり？か、“大きなオ
ナラ”が「ブー」と出てしまったのです。

机をこすったり、椅子をガタガタさせても、同じ
ような音は出てきません。（汗）

「ヤバイ！」と思った瞬間、後ろの席の河合君が
「ワッハッハッ」と笑いだしました。それにつられ
て教室全体が笑い出したのです。

ちょっと考えてみて下さい！ 不登校ぎみの生徒
がみんなに笑われる… 普通だったら、その次の日
から、学校に行きませんよね。でも、その時の私は
違ったのです。“笑われることの快感”と、緊張し
ていた教室を一気に和ませた“笑いの力”に気づい
てしまったのです。不思議なもので、それ以来私は、
中学・高校を皆勤賞で過ごすことになるのです。

今でも、オナラと後ろの席の河合君には感謝をし
ています。（笑）

先日、ある新聞に、水木しげるさんの娘さんが、
「オナラで笑いを誘う」という記事を書いていまし
た。水木家では、オナラをコミュニケーションツー
ルとして、使っていたというのです。娘さんが小さ
な時、両親がケンカしている時や、宿題を忘れて怒
られている時も、オナラをすると、みんなが笑いだ
し、ケンカもお説教も止まったというのです。

まぁ、娘さんは小学生の時に、世間の常識と水木
家の常識の違いを知ったそうなんですが…

そんな“オナラ好き”がお孫さんにまで遺伝？し
ていたようで、お孫さんがケンカして負けそうに
なった時、オナラをして逃げ出したというのです。
その話を聞いた水木しげるさんは、「これが孫子の
屁ぇ法（兵法）だ」と言ったとか。

人前でオナラをするのがいいかどうかはわかり
ませんが、間違いなく「笑い」には力があります。
沼津経営塾の11周年は今年も「よしもと劇場」をお
借りし、“笑いと魅力の活用術”と題し開催致しま
す。「笑い」は「家族円満」「円滑な事業推進」の
要だと考えています。是非ご参加下さい！

【未来予想図！？】
「未来予想図」というと、ドリカムの「ア・イ・

シ・テ・ルのサイン♪」ですよね！？ 私もデート
の帰りに、“ブレーキランプ５回点滅のサイン”を
送ったもんですよ！（笑）

あれから２７年も経つのかぁ～（汗）

その当時、まだまだ私たち達の「未来予想図」に
は、明るい豊かな未来、そして素敵な老後を描いて
いましたよね。

しかし、経営塾の課題本「下流老人 一億総老後
崩壊の衝撃」を読んで、これからは、誰もが皆、素
敵な老後を送るれるわけではないという、凄まじい
現状を突き付けられ衝撃を受けました。今はある程
度の年収のある人でさえも、生活保護を受ける必要
が生じる恐れがあるという内容に、「たぶん自分は
大丈夫だろう」という根拠のない自信は、どこかに
消えていきました。

さて、本で言う“下流老人”とは、「生活保護基
準相当で暮らす高齢者及びその恐れがある高齢者」
と定義され、健康で文化的な最低限度の生活を送る
ことが困難な高齢者を指すようです。具体的に、ど
のような生活レベルの人が“下流老人”なのか？と
いうと…

①収入が著しく少「ない」②十分な貯蓄が「ない」

③頼れる人間がい「ない」

この「３ない」状態の高齢者は、健康で文化的な暮
らしを営むことが困難な状況にあると考えられるそ
うです。

“下流老人”の生活実態として、ある方は、退職
金、貯蓄合わせて３０００万円あったのに、高額商
品を買ったその後、大病を２回繰り返した為、あっ
という間に貯蓄が底をつき、現在、治療を受けなが
ら生活保護で暮らしていたり、銀行を退職した方が
認知症のせいか、湯水のごとく飲食代にお金を使い
、家庭崩壊、のちに公園で生活しているところを保
護されたというケースも紹介されていました。

本を読み進めれば進めるほど、辛く苦しくまた、
本当に他人事ではないと痛感しました。少しでも、
明るい「未来予想図」が描けるよう、“豊かな人間
関係”だけでも築いておきたいと思いました。

沼津経営塾開催日
９月３日（木）沼津市民文化センター第四会議室 PM7:00より

おのちゃんマン活動日
９月１９日（土） 三島市北上地区 敬老会様
９月２０日（日） 駿東郡清水町 敬老会様
９月２３日（祝） 長泉ホーム様
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